
国体委員会 

２０１６年度活動報告 

 

１）活動概要 

① 長野県クライミング大会兼国体選手選考会の開催 

② 第 37回北信越国体山岳競技会の選手派遣 

③ 国体選手の選出、派遣 

④ 国体選手・国体候補選手参加の強化合宿のサポート 

⑤ 長野県体育協会との連携 

⑥ 北信越連絡協議会等への参加 

 

２）活動内容 

① 各種大会・諸会議 

月 日 事 業 内 容 会 場 

4 ３ H28競技委員総会(松田) 東京都 

5 21 北信越五県代表者会 小谷村 

6 12 長野県クライミング大会兼国体代表選手選考会 小谷村ちゃんめろウォール 

7 ８ 競技力向上専門委員会 長野市 

 23～24 第37回北信越国民体育大会 小谷村ちゃんめろウォール 

8 13～15 第19回JOCジュニアオリンピックカップ 富山県南砺市 

9 21 第71回国民体育大会監督会議 長野市 

10 7～9 第71回国民体育大会 岩手県盛岡市 

11 11 県体協ヒアリング 長野市 

12 12 理事長・競技力向上専門委員合同会議 長野市 

 24～25 第７回全国高校生クライミング選手権大会 埼玉県加須市 

 

 

 

 

 

 

 



② 主な大会リザルト 

 

【2016長野県クライミング大会兼国体予選会】小谷村・『ちゃんめろウォール』 

Category MⅠ 1位 中嶋   渉   2位 小林 大祐  3 位 西脇 匠一 

4 位 京屋  仁   5位 橋本 今史  6位 金平 雄太 

7 位 阿部 太郎   8位 丹羽 優希    9位 尾﨑麟太郎 (13 選手参加) 

Category MⅡ 1位 早石 利枝   2位 松尾 隆久  3 位 櫻井 一樹 

4 位 野本 拓見   5位 戸谷 諭美  6位 頭師 彩乃 

7 位 小宮山弘子     8位 佐藤  岳  9位 野田 瑞月 （28 選手参加） 

 

国体長野県代表選手 

種  別 監  督 選  手 

成年男子 今滝 郁夫 中嶋 渉 小林 大祐 

成年女子 橋詰 正興 早石 利枝 戸谷 諭美 

少年男子 中嶋 岳志 丹羽 優希 尾﨑麟太郎 

少年女子 小沼 拓也 野田 瑞月 矢島 璃乃 

※監督は北信越国体 

 

【第 37回北信越国体】(7/23～24小谷村交流センターちゃんめろ体育館） 

リード 成女 少男 少女 ボルダー 成女 少男 少女 総合 成女 少男 少女 

1位 長野 新潟 富山 1位 福井 新潟 富山 1位 福井 

長野 

新潟 

富山 

富山 

福井 2位 新潟 富山 福井 2位 新潟 長野 石川 2位 

3位 福井 長野 長野 3位 長野 富山 長野 3位 新潟 長野 石川 

4位 富山 福井 石川 4位 富山 石川 福井 4位 富山 石川 長野 

5位  石川  5位  福井  5位  福井  

※ 空欄は NO ENTRY県 

 

【第 71 回国民体育大会】 岩手県盛岡市 

種  別 監  督 選  手 

成年男子 今滝 郁夫 中嶋 渉 小林 大祐 

成年女子 橋詰 正興 早石 利枝 戸谷 諭美 

 

成男 ボルダリング   22位 リード 17 位 

成女 ボルダリング   17位 リード 17 位 



 

【第 19回 JOCジュニアオリンピック大会】（8/13～15 富山県南砺市桜が池クライミングセンター） 

ユース A    17位  丹羽 優希  34位  尾﨑麟太郎 44選手参加 

ユース A      29位  矢島 璃乃    29選手参加 

ユース C      24位  小沼 紗良    24選手参加 

 

【第７回全国高等学校選抜クライミング選手権大会】（12/24～25 埼玉県加須市民体育館） 

リード男子 39 位 尾﨑麟太郎（屋代高校）       57 位 岡本 怜大（松本工業高校） 

         102 選手参加 

リード女子 62 位 降矢 唯香（上田西高校）    69 位 小山 萌美（上田西高校） 

            82 選手参加 

リード女子学校別 16 位 上田西高校（小山・降矢）22 チーム参加 

 

【第２回日本ユース選手権ボルダリング競技大会】(5/14～15 鳥取県倉吉市倉吉体育文化会館) 

  ユース A 34 位 丹羽 優希  40 選手参加 

 

【第 12回ボルダリングジャパンカップ】(1/28～29 東京都国立代々木競技場第二体育館) 

 男子 61位 小林 大祐 89選手参加 

 女子 39位 小宮山弘子 59選手参加 

 

③ 強化合宿、各種競技会参加 

スポーツクライミング委員会を中心に多くの強化錬成や各種競技会への参加がある。 

 

～ スポーツクライミング委員会資料参照 ～ 

 

３）総 括 

① 予算の問題を抱えつつ、昨年に引き続いてのハイレベルな長野県クライミング大会兼国体選手選考会 

  が開催された。 

② 長野クライミングチームとして、意欲的な練成が展開された。しかしながら、本年も国体では芳しい

成績を残すことが出来なかった。さらには、女子並びに若手クライマーの育成が急務である。そのた

めにも一層の選手層拡大に努めたい。 

 

 

 

 


